
 
 

令和８年度第２回群馬大学医学部附属病院患者参加型医療推進委員会次第 

 

 

日 時  令和８年９月１４日（月）１７：１５～（誓いのつどい終了後） 

場 所  病院大会議室 

 

議 題 

 

審議事項 

１．カルテ共有サービスについて    （資料１） 

 

２．IC 録音について      （資料２） 

  

報告事項 

１．患者参加型医療推進に関する情報発信について  （資料３） 

 

２．医療安全週間について     （資料４） 

 

３．病院長への提言について     （資料５） 

 

４．次回以降の患者参加型医療推進委員会の開催日程について（資料６） 

 

 

 

 

次回委員会（予定） 

       日時：令和８年１２月２１日（月） １７時００分～ 

       場所：群馬大学医学部附属病院 病院大会議室 
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カルテ共有年度別閲覧件数(1日につき１件でカウント) 単位:件

4月 5月 6月 7月 8月 2026計

循環器内科 11 18 5 33 0 2 1 0 0 3 118

呼吸器・ｱﾚﾙｷﾞｰ内科 7 8 9 9 1 0 0 0 0 1 55

消化器・肝臓内科 16 24 29 27 1 0 0 4 1 6 147

内分泌糖尿病内科 22 10 24 27 8 0 5 3 3 19 162

腎臓・リウマチ内科 35 24 41 19 1 1 9 1 0 12 170

血液内科 46 39 13 40 1 2 2 0 2 7 152

脳神経内科 10 12 12 23 1 3 10 0 0 14 125

腫瘍内科 - - 0 0 0 0 0 0 0 0 0

循環器外科 3 69 8 7 0 0 0 2 0 2 95

呼吸器外科 7 11 12 8 2 0 0 0 0 2 51

消化管外科 11 50 28 23 2 2 0 2 0 6 139

乳腺・内分泌外科 32 18 34 22 3 0 1 2 1 7 156

肝胆膵外科 9 39 38 52 10 8 4 0 1 23 172

小児外科

形成外科 15 9 21 27 2 1 1 0 0 4 86

泌尿器科 23 35 60 34 0 0 3 17 3 23 204

歯科口腔・顎顔面外科 12 43 37 9 1 1 2 0 0 4 109

整形外科 44 66 84 259 16 13 19 11 18 77 599

皮膚科 57 26 18 18 0 0 0 0 4 4 204

眼科 49 36 30 16 6 0 5 4 5 20 216

耳鼻咽喉科 35 30 62 78 2 2 2 6 10 22 292

精神科神経科

麻酔・集中治療科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

脳神経外科 6 16 45 39 1 0 0 1 1 3 127

小児科

産科婦人科 67 60 82 48 6 0 1 6 5 18 417

放射線治療科 22 11 7 31 0 1 9 3 0 13 100

放射線診断核医学科 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 5

総合診療科

救急科 7 1 4 7 0 0 1 0 0 1 22

重粒子線医学センター

外来端末 32 383 41 29 40 38 33 181 596

NOBORI 1,403 1,542 1,430 1,806 1,619 1,620 8,017 9,420

総計 548 657 735 2,642 1,647 1,495 1,921 1,719 1,707 8,489 13,939

診療科

対象外

対象外

2025

入院患者なし

放射線治療科に算入

2022 2023
2020年度
～総計

対象外

2024
2026

年度



カルテ共有PW発行人数 単位：人

診療科名称 2024年度(12～翌3） 2025年度 202604 202605 202606 202607 202608 計

整形外科 13 358 27 27 35 28 21 867

放射線治療科 1 138 10 5 11 7 8 318

腎臓・リウマチ内科 6 91 14 1 9 4 1 217

呼吸器･ｱﾚﾙｷﾞｰ内科 3 77 25 3 5 5 3 198

産科婦人科 11 75 7 4 10 5 2 189

泌尿器科 9 54 12 3 6 6 3 147

消化器・肝臓内科 9 49 8 2 3 5 2 127

眼科 8 43 6 2 10 10 0 122

皮膚科 3 49 8 3 2 1 5 120

乳腺･内分泌外科 5 40 8 0 10 6 2 111

血液内科 6 43 7 4 2 3 2 110

耳鼻咽喉科 1 45 4 4 2 2 2 105

循環器内科 2 38 6 3 7 2 2 98

脳神経内科 5 35 5 2 4 2 4 92

脳神経外科 6 31 3 1 9 2 6 89

消化管外科 8 28 8 0 3 5 2 82

歯科口腔・顎顔面外科 2 35 1 3 2 3 0 81

内分泌糖尿病内科 4 25 7 0 7 5 4 77

救急科 0 36 0 1 0 1 0 74

肝胆膵外科 3 23 2 5 3 1 2 62

形成外科 2 25 4 3 2 0 0 61

総合診療科 1 25 3 0 2 2 1 59

呼吸器外科 3 12 2 2 1 3 0 35

循環器外科 1 7 1 0 0 0 0 16

麻酔・集中治療科 1 3 1 1 6 1 0 16

臨床研究推進部 0 4 0 1 0 0 0 9

精神科神経科 0 4 0 0 0 0 0 8

放射線診断核医学科 0 4 0 0 0 0 0 8

検査部（診療部門） 0 4 0 0 0 0 0 8

（検査部） 0 3 0 1 0 0 0 7

小児科 0 2 0 0 0 0 0 4

感染症科 0 2 0 0 0 0 0 4

先端医療科 0 1 0 0 0 0 0 2

腫瘍内科 0 1 0 0 0 0 0 2

リハビリテーション科 0 0 0 0 0 1 0 1

計 113 1410 179 81 151 110 72 3526



※2019年4月1日以降（本稼動後）のデータを集計

アンケート集計

十分に理解していた 79
よく理解していた 333
少しは理解していた 225
理解は不十分だった 23
まったく理解していなかった 3
無回答 3

より理解できるようになった 318
少しは理解が増した 263
あまりかわらなかった 82
かえってわからなくなった 0
無回答 3

十分に理解していた 89
よく理解していた 309
少しは理解していた 220
理解は不十分だった 39
まったく理解していなかった 4
無回答 6

より理解できるようになった 279
少しは理解が増した 249
あまりかわらなかった 127
かえってわからなくなった 4
無回答 6

5.カルテの記載内容は理解できましたか？
ほぼ理解できた 174
まあ理解できた 414
あまり理解できなかった 73
まったく理解できなかった 0
無回答 4

たくさんあった 9
いくつかあった 243
ほぼなかった 322
全くなかった 86
無回答 6

6.カルテを閲覧して、改めて担当医などに質問したいと思ったことがありましたか？

患者カルテ共有実施状況
（2026年8月31日現在）

1.カルテを閲覧する前の自身の病気・症状への理解はどの程度だったと思いますか？

2.カルテを閲覧した後、自身の病気への理解は変わりましたか？

3.カルテを閲覧する前、医療行為の内容･利点･危険性などについての理解はどの程度だったと
思いますか？

4.カルテを閲覧した後、医療行為の内容・利点・危険性などについての理解は変わりましたか？



たくさんあった 1
いくつかあった 28
ほぼなかった 231
全くなかった 402
無回答 5

非常に簡単だった 179
簡単だった 378
少し難しい 87
非常に難しい 5
無回答 18

とてもそう思う 426
まあそう思う 210
あまりそう思わない 8
全くそう思わない 0
わからない 6
無回答 16

必ず希望する 465
まあ希望する 161
希望しない 3
決して希望しない 0
わからない 20
無回答 16

強く勧める 186
まあ勧める 285
勧めない 5
決して勧めない 1
相手によっては勧める 151
わからない 16
無回答 16

適切である 24
短い 9

適切と思われる時間（分）
30～39分 0
40～49分 1
50～59分 1
60分以上 5

7.カルテを閲覧して、不愉快に感じた記載はありましたか？

8.電子カルテの操作はどうでしたか？

9.カルテ共有（閲覧）の仕組みは、患者さんと病院や医療従事者との信頼関係を高めるために
有用だと思いますか？

10.もしももう一度入院することがあったら、カルテ共有（閲覧）を希望しますか？

11.もしも家族や親しい友人が入院したら、カルテ共有（閲覧）の使用を勧めますか？

12.カルテ共有（閲覧）の閲覧可能時間（１回３０分を目安）は適切と思いますか？
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満足 20 名
たいていで
きた

３０代 1 ４０代

0

緊急入院

1

14 南8階 5 南7階 5 南6階

01 北8階

５０代

不明

北7階 5 北6階

退院時アンケート集計結果
令和 ８ 年 ５ 月分

29

年齢 １０代 2 ２０代 1

回収総数 60 枚

内
　
訳

性別 男性

南9階

北3階

5

女性31

3 13 40

1

22 名

問1.

Q.医師の説明に満足しているか Q.病気や治療について理解することができたか

大変満足 39 名
いつもでき
た

36 名

症状や治療の説明について

0

入院病棟

東1階 0 0

不明

不明

不明

北9階

やや不満 0 名
あまりでき
なかった

0 名

合計 60 名 合計 60 名

未記載 1 名 未記載 2 名

不満 0 名
全くできな
かった

0 名

2
北4階
（ICU） 0

（ｎ＝ 60

6 南3階

10

11 南5階 3 南4階

1

６０歳以上

北2階

入院形態 予定入院 46 4

）

北5階

大変満足

65%

満足

33%

9
2%

いつもできた

60%

たいていできた

37%

未記載

3%



未記載 3 名
わからないこ
とはなかった 2 名

全くなかっ
た

0 名
全くできな
かった

まあまあ
あった

12 名
たいていで
きた

Q.説明に同席した看護師の対応に満足しているか

名

いつもでき
た

33 名 大変満足

合計 60

あまりな
かった

2 名
あまりでき
なかった

1 名

合計 60 名 未記載 1 名

たいていで
きた

合計 60 名

0

24 名 満足 17 名

Q.医療者に気持ちや考えを伝えることができたか

合計 60 名 未記載 2 名

未記載 1 名
同席してい
なかった

7

あまりでき
なかった

2 名 やや不満 名

0 名

27 名

Q.治療を選択するにあたって考える時間は十分だったか Q.医師の説明でわからないことを質問できたか

十分あった 43 名

0 名

名

全くできな
かった

0 名 不満

34 名

いつもでき
た

29 名

十分あった

72%

まあまああった

20%

あまりなかった

3%

未記載

5%

いつもできた

48%

たいていできた

45%

あまりできなかった

2%

わからないことはなかった

3%
未記載

2%

いつもできた

55%

たいていできた

40%

あまりできなかった

3%

未記載

2%

大変満足

57%

満足

28%

同席無し

12%

未記載

3%



48

名

名

時間が
なかった

見てもわか
らない

5

利用しなかった

7

39

2

名

名

名

関心がない

名

名

名

合計

未記載

3

合計

不明

その他

21

0

3

4

3 名

名

操作が難し
そう

39 名

未記載 4 名

合計 60 名

Q.利用しなかった理由

「その他」の理由名利用した
十分な説明
があった

未記載 1

その他 名

名

名48合計

2

問4.
今回の入院でカルテ閲覧を実際に利用したか

不明 0

48

名
報道や新聞

問2. 問3.
カルテ閲覧ができること
をどのように知ったか

├ 知り合い 0

症状や治療の説明について
Q.カルテ閲覧ができることを知っているか

緊急入院

6

2

名

名
2

└

）（n=

名

名
入院案内

職員
知っている

60
※問3以降は問2でカルテ閲覧を知っていると回答した方が対象

・本当に利用して良いのか不安
だったから。

・Drより検査データのコピーを
いただいた。

・見たかったけど言いずらかっ
た。

・申し込んだのが遅く、外来の
際依頼した方が早いと言われた
ので外来時に。

・申し出たのが土曜日だったた
め手続きが出来ないとの事でし
た。

（ｎ＝ 48 ）

（ｎ＝ 48 ）

予定入院

38

4

名

名
知らなかった 8

├ 入院経験有

名

名

名

1

知っていた

80%

予定入院

66％

緊急入院

29％

未記載

7%

知らなかった

13%

不明

利用した

15%

利用しなかった

81%

未記載

4%

十分な説明があっ

た

54%

関心がない

0%

見てもわからない

7%

時間が

なかった

10%

操作が

難しそう

8%

その他

13%

不明

8%

入院案内

79%

職員

9%

報道や

新聞

2% 0

入院経験有

4%
2 1
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名 名 名 名 名 名 名

名 名

名 名 名

）

1

６０歳以上

北2階

入院形態 予定入院 58 6

10 南3階

11

6 南5階 5 南4階

北7階 2 北6階 北5階 3
北4階
（ICU） 0

（ｎ＝ 75

0 名

やや不満 3 名
あまりでき
なかった

2 名

合計 75 名 合計 75 名

未記載 1 名 未記載 0 名

不満 0 名
全くできな
かった

13 41

6

29 名

問1.

Q.医師の説明に満足しているか Q.病気や治療について理解することができたか

大変満足 45 名
いつもでき
た

44 名

症状や治療の説明について

2

入院病棟

東1階 0 0

不明

不明

不明

北9階

退院時アンケート集計結果
令和 ８　年 ６ 月分

34

年齢 １０代 0 ２０代 3

回収総数 75 枚

内
　
訳

性別 男性

南9階

北3階

8

女性41

11

満足 26 名
たいていで
きた

３０代 5 ４０代

0

緊急入院

3

11 南8階 4 南7階 7 南6階

36 北8階

５０代

不明

大変満足

60%

満足

35%

やや不満

4%

いつもできた

58%

たいていできた

39%

あまりできなかった

3%



名

0 名

32 名

Q.治療を選択するにあたって考える時間は十分だったか Q.医師の説明でわからないことを質問できたか

十分あった 50 名

0 名

名

全くできな
かった

0 名 不満

合計 75

合計 75 名 未記載 3 名

未記載 0 名
同席してい
なかった

7

あまりでき
なかった

2 名 やや不満 1

25 名 満足 26 名
たいていで
きた

合計 75 名

Q.医療者に気持ちや考えを伝えることができたか Q.説明に同席した看護師の対応に満足しているか

名

いつもでき
た

48 名 大変満足 38 名

いつもでき
た

39 名

まあまあ
あった

18 名
たいていで
きた

あまりな
かった

5 名
あまりでき
なかった

4 名

合計 75 名 未記載 0 名

未記載 1 名
わからないこ
とはなかった 0 名

全くなかっ
た

1 名
全くできな
かった

十分あった

67%

まあまああった

24%

あまりなかった

7%

全くなかった

1%
未記載

1%

いつもできた

52%

たいていできた

43%

あまりできなかった

5%
未記載

0%

いつもできた

64%

たいていできた

33%

あまりできなかった

3%

大変満足

51%

満足

35%

やや不満

1%

同席無し

9%

未記載

4%



・見るのが辛いから

・入院中だけとは知らなかっ
たから。外来に来た時にみる
つもりでした。

（ｎ＝ 57 ）

（ｎ＝ 57 ）

予定入院

36

9

名

名
知らなかった 14

├ 入院経験有

名

名

名

3

6

└

）（n= 75
※問3以降は問2でカルテ閲覧を知っていると回答した方が対象

名

名
入院案内

職員
知っている 57

名
報道や新聞

問2. 問3.
カルテ閲覧ができること
をどのように知ったか

├ 知り合い 0

症状や治療の説明について
Q.カルテ閲覧ができることを知っているか

緊急入院

9

4

名

名

未記載 4 名

合計 75 名

Q.利用しなかった理由

「その他」の理由名利用した
十分な説明
があった

未記載 0

その他 名

名

名57合計

3

問4.
今回の入院でカルテ閲覧を実際に利用したか

不明 2

合計

不明

その他

31

3

3

5

4 名

名

操作が難し
そう

50 名

57

名

名

時間が
なかった

見てもわか
らない

2

利用しなかった

6

50

1

名

名

名

関心がない

名

名

名

合計

未記載

2

知っていた

75%

予定入院

66％

緊急入院

29％

未記載

5%

知らなかった

20%

不明

5％

利用した

10%

利用しなかった

88%

未記載

2%

十分な説明があっ

た

62%

関心がない

6%

見てもわからない

6%

時間が

なかった

10%

操作が

難しそう

8%

その他

4% 不明

4%

入院案内

63%職員

16%

報道や

新聞

5%

入院経験有

11%



ＩＣ録音実施件数（2018年1月1日～2026年8月31日）
年度 録音件数 CD提供件数

2017年度 11 6
2018年度 178 27
2019年度 221 14
2020年度 152 17
2021年度 492 58
2022年度 1,059 106
2023年度 1,575 176
2024年度 2,338 274
2025年度 2,701 320
2026年度 1,345 151 ※8/31まで
合計 10,072 1,149

11 
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

年度別ＩＣ録音実施件数

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度
※8月までの件数

kobayu
スタンプ



IC録音実施状況(対象期間2020年4月1日～)

全体まとめ 単位:件

4月 5月 6月 7月 8月

録音実施件数 1,059 1,575 2,338 2,701 249 259 281 295 261 1,345 9,662

CD提供数 106 176 274 320 26 29 28 36 32 151 1,102

IC録音実施件数 単位:件

4月 5月 6月 7月 8月 2026計

循環器内科 1 1 25 37 2 1 1 3 1 8 72

呼吸器・ｱﾚﾙｷﾞｰ内科 0 3 17 27 8 4 3 0 2 17 65

消化器・肝臓内科 0 0 6 8 1 3 0 0 0 4 18

内分泌糖尿病内科 1 0 12 44 3 2 3 3 2 13 72

腎臓・リウマチ内科 0 4 13 27 7 3 3 1 3 17 66

血液内科 10 9 34 52 5 8 3 8 6 30 148

脳神経内科 14 18 31 25 7 2 2 1 1 13 122

腫瘍内科 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

循環器外科 129 130 160 133 12 14 10 10 15 61 635

呼吸器外科 95 152 150 178 10 15 14 15 15 69 677

消化管外科 253 273 473 569 56 59 73 65 45 298 2,062

乳腺・内分泌外科 177 168 211 208 26 13 20 14 17 90 863

肝胆膵外科 150 168 209 228 14 24 18 22 15 93 1,036

小児外科 14 43 41 56 2 2 3 4 4 15 172

形成外科 142 144 103 259 20 29 33 19 22 123 838

泌尿器科 4 6 83 40 2 1 0 5 1 9 145

歯科口腔・顎顔面外科 33 63 37 49 8 9 3 5 5 30 269

整形外科 0 0 5 0 0 0 0 1 1 2 7

皮膚科 2 4 11 20 1 2 3 1 1 8 45

眼科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2

耳鼻咽喉科 1 0 1 1 0 0 0 1 1 2 16

精神科神経科 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

麻酔・集中治療科 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 6

脳神経外科 0 39 12 11 1 2 0 1 2 6 70

小児科 0 3 4 10 0 0 0 2 1 3 23

産科婦人科 0 2 11 19 5 11 11 5 7 39 74

放射線治療科 30 24 391 693 56 55 74 103 85 373 1,511

放射線診断核医学科 0 0 0 1 0 0 2 1 2 5 8

総合診療科 0 0 0 0 3 0 2 1 1 7 7

救急科 2 4 11 5 0 0 0 4 1 5 28

重粒子線医学センター 1 317 286 0 0 0 0 0 0 0 604

合計 1,059 1,575 2,338 2,701 249 259 281 295 261 1,345 9,662

2023
2020年度
～総計

診療科
2022 2024

2026
年度

2025

事項

年度
2020年度
～総計2022 2023 2024 2025 2026 2026



CD提供数 単位:件

4月 5月 6月 7月 8月 2026計

循環器内科 1 1 0 3 0 0 0 0 0 0 5

呼吸器・ｱﾚﾙｷﾞｰ内科 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6

消化器・肝臓内科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

内分泌糖尿病内科 0 0 0 6 0 0 0 1 0 1 8

腎臓・リウマチ内科 0 0 3 7 3 1 1 0 0 5 16

血液内科 1 1 8 12 1 0 1 3 0 5 27

脳神経内科 0 0 1 5 1 2 0 0 0 3 10

腫瘍内科 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

循環器外科 5 4 9 0 0 0 0 0 0 0 19

呼吸器外科 26 29 30 14 0 1 1 0 0 2 105

消化管外科 25 33 17 21 2 0 3 4 4 13 122

乳腺・内分泌外科 24 37 89 97 10 7 7 3 9 36 284

肝胆膵外科 23 36 26 22 1 3 4 3 5 16 169

小児外科 0 2 0 3 0 0 0 1 0 1 6

形成外科 1 0 2 4 0 1 0 0 0 1 8

泌尿器科 0 3 8 11 0 1 0 0 0 1 23

歯科口腔・顎顔面外科 0 2 1 0 0 1 0 0 1 2 7

整形外科 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

眼科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

耳鼻咽喉科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2

産科婦人科 0 1 2 1 0 0 0 1 0 1 5

小児科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

放射線診断核医学科 0 0 3 2 0 0 0 0 0 0 6

皮膚科 0 0 2 0 0 0 0 1 0 1 3

精神科神経科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

麻酔・集中治療科 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1

脳神経外科 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 3

放射線治療科 0 0 34 102 8 12 11 19 12 62 198

総合診療科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

救急科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

重粒子線医学センター 0 27 37 0 0 0 0 0 0 0 64

合計 106 176 274 320 26 29 28 36 32 151 1,102

2023
2020年度
～総計

診療科
2022 2024

2026
年度

2025
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令和8年度

医療安全週間

スローガン

チームで支えるがん薬物療法の安全

〜気づく・つなぐ・守る〜

病院各部門の活動と

医療安全標語の紹介

ポスター・標語の投票は

こちらからお願いします　

投票は10月30日までです
QRコード

群馬大学医学部附属病院　医療の質・安全管理部

Patient Safety Week



医療安全週間の実施にあたって

群馬大学医学部附属病院では、当院に勤務する全て
の職員が医療安全の重要性を見つめ直すとともに、
ご来院いただいた皆様に当院における医療安全の取
り組みの成果をお伝えする機会として、医療安全週
間を実施しております。

2026年度の医療安全週間は、「チームで支えるがん
薬物療法の安全〜気づく・つなぐ・守る〜」をス
ローガンとして、9月14日（月）から18日（金）まで
の期間で開催しています。院内には、「非感染性疾
患に対する安全なケア」やそれ以外の「医療安全」
全般をテーマとした各部署における医療安全への取
り組みのポスターや標語を掲示していますので、当
院で実施している、安全・納得・信頼の医療を提供
するための医療安全に関する様々な取り組みをご覧
いただければと存じます。また、ポスターや標語に
ついては当院ホームページにも公開しています。

当院は、群馬県唯一の特定機能病院として、高度な
医療を提供するため、医療安全への努力を永続する
ことをお約束するとともに、これからも地域医療の
中核を担う病院として、皆様から信頼いただける病
院となるよう努力して参ります。

２０２６年９月

群馬大学医学部附属病院長
齋 藤 繁





「非感染性疾患に対する安全なケア」や
「医療安全」全般に関するポスター

A. 外来化学療法センター

B. 薬剤部

C. 検査部

D. 救命救急センター

E. ICU

F. 看護部

G. 先端医療開発センター

H. 南病棟5階

I. 周産母子センター・南病棟3階
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圧先端医療開発セン：

m験レジメン作成で ＋
＋

患者さんの安全を支えています
「治験レジメン」は、薬の種類や量、投与する順番・間隔・方法などをまとめた「薬の投与計画」です。

治験では、治験実施計画書に基づいて「治験レジメン」を作成し、安全で正確な治験薬投与につなげています。

［ レジメン作成時の確認項目 ］ ［ 治験レジメン作成の流れ ］ 
＠

園治験実施計画書
・治験薬概要書との整合性

最新版の情報を確認し、 レジメンに正確に反映
.

＼ 

レジメンの作成と電子カルテ登録
します。 確認項目に基づき、

レジメンを作成します。e 園治験薬•前投薬・ 支持療法の内容
暴対象薬剤の組み合わせや内容を確認します。

11 ゜ ダブルチェック

。
図投与 量

、
投与速度、投与順序、投与経路 複数の担当者で内容を確認し、

規定された条件を正確に記載します。 オ ー ダー設定を行います。

® °休薬・用量調整•投与延期基準 I I 暴
基準および条件を確認します。

I I 
0 ”種との確認

・共有

通常診療と異なる基準を確認

11 
した上で、 医師．CRC ·看護® °投与前 後に必要な検査項目・実施タイミング

- 師 ・薬剤師などと運用方法を

必要な検査項目と実施時期を確認します。 確認 ・共有します。

◎
図調製方法・安定性 ・ 配合変化•投与時の注意事項

11 
0 “さんへ投与

安全な調製• 投与 のための情報を記載します。 正確なレジメンに基づき、
安全な治験薬の投与 をサポ
ートします。

図 電子カルテオーダーとの整合性 11 暴電子カルテに正しく反映されるかを確認します。

゜ 運用後の見直し、継続的な確認

。
園医緬 ・CRC・看護師との運用方法の確認 プロトコルの改訂や運用状況を
実施部門と連携し、 運用方法を確認します。 定期的に確認し、より安全な

運用につなげます。

: ＊患者さんへのメッセ ージ ］
私たちは、 患者さんの安全を第 一に考え、 レジメン作成の
段階から治験薬の投与に伴うリスクを一つひとつ確認して
います。 安心して治験に参加していただけるよう努めてい
ますので、 気になることやご不安なことがありましたら、
いつでも先端医療開発センタ ーヘご相談ください。
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日程 場所

6/22(月) 18:00～ 病院大会議室

9/14(月) 17:15～
※誓いのつどい終了後

病院大会議室

12/21(月) 17:00～ 病院大会議室

3/8(月)17:00～ 病院大会議室

2026年度患者参加型医療推進委員会 日程（案）
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